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▶登米・栗原地区の事業場におかれましては、令和５年の１年間、死亡
災害を１件も発生させませんでした。これは、平成16年以来19年ぶりの
ことです。非常に感謝申し上げます。しかしながら、他署管内の事業場の労働者４名
が登米・栗原地区において交通事故により死亡しているほか、昨年末には、被災者が個人事業主
であること等により、労働災害としてはカウントされなかったものの、業務中における死亡災害
が立て続けに発生しております（一酸化炭素中毒死、溺死）。よって、純粋に「死亡労働災害年
間ゼロ」とは言えない一面がありますので、当署におきましては、手放しでは喜べない状況にあ
ることを肝に銘じつつ安全衛生活動に取り組んでまいります。よろしくお願いいたします。
▶令和５年の登米・栗原における労働災害（休業４日以上）による被災者数は、令和５年12月末
現在、全産業で169人（令和４年比8.6％減）です。
▶令和５年の宮城県における労働災害（休業４日以上）による被災者数は、令和４年に比して若
干ながら減少しております（令和４年比0.4％減）。
▶令和５年の宮城県における労働災害による死亡者数は、令和４年と比べて４人の増となりまし
た。

死亡労働災害年間ゼロ達成︕

新型コロナウイルス感染症を除いた労働災害発生状況（1２月末現在） ※速報値

管内（登米・栗原）被災者数 県内被災者数
令和４年 令和５年 令和４年 令和５年

休業４日以上 185 169 2349 2340
死亡 ４ ０ 15 19

裏面に続く

事故の型別 令和５年12月31日現在（登米・栗原地区︓全数169件 ※速報値）
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事故の型は、多い順
に「転倒」、「墜落・
転落」、「動作の反
動・無理な動作」（腰
痛等）、「はさまれ・
巻き込まれ」となって
います。令和４年に１
件のみであった「交通
事故」が令和５年には
11件発生しているとい
う特徴があります。



令和５年 相談受理状況

交通労働災害を防止しましょう!
表面に記載のとおり、令和５年は登米・栗原地区で交通労働災害が多発し、４名の労働者

が死亡しました。また、登米・栗原地区の事業場の労働者11名が交通事故により休業４日以上
の労働災害に遭いました。このことを踏まえ、今一度、交通労働災害の防止に努めていただき
たく思います。
上記11名のうち、５名は、いわゆる「もらい事故」でした。加害者とならないことも交通労
働災害の減少に繋がりますので、よろしくお願い申し上げます。
交通労働災害が多い業種は運輸業であると思いがちかもしれませんが、そうではありません。

実際、上記11名の所属事業場の業種は、通信業２名、社会福祉施設２名、畜産業、新聞販売業、
電気通信工事業、警備業、産業廃棄物処理業、道路貨物運送業、バス業、各々１名、となって
おり、業種は様々です。どの業種であっても交通労働災害に遭うことが考えられのです。
「交通労働災害防止のためのガイドライン」が示されておりますので参考にしてください。

職場の安全サイト
「交通労働災害の
現状と防止対策」
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10% 賃金 171件
労働時間･休日 202件
雇止め・退職 119件
解雇 115件
年休 108件
割増賃金 75件
労働契約 41件
就業規則 51件
安全衛生 61件
その他 321件
いじめ 140件

相談内容内訳（令和5年）
※１回の相談で複数事項に係る
相談あり。
5，6年ほど前に「労働時間・
休日」が「賃金」を上回る状態と
なりました。働き方改革関連法の
施行等による、労働時間・休日労
働への関心の高まりが原因である
と考えております。また、「年次
有給休暇」も増えております。
「いじめ」が「賃金」に次いで多
い状態です。


